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5 今 月 の 表 紙
【只見中学校入学式】
　新年度が始まり、町内小中高校では入学式、認定
こども園・只見保育所は、合同で入園・入所式が行
われました。只見中学校の入学式では、入谷校長が
新入生に「中学校は夢や目標を見つけ必要な力を身
につける場。全力で応援します」とお祝いの言葉を
贈りました。� （関連記事：Ｐ２～３）
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入学式・入所式……………………２～３
「ネイチャーポジティブ自治体認証」を取得
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ぶなのもりこども園
只見保育所　入園・入所式

ぶなのもりこども園
只見保育所　入園・入所式

お
め
で
と
う
　

　
ご
ざ
い
ま
す

只見
小学校

朝日
小学校

新入児童	 6人
全校児童	39人

新入児童	 8人
全校児童	46人
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只見
中学校

只見
高校

明和
小学校

新入生	 14人
全校生	 57人

新入生	 20人
（うち山村留学生6人）

全校生	 72人

新入児童	 3人
全校児童	42人
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人
と
自
然
と
の
共
生
へ
の
取
り
組
み
が
評
価

　

只
見
町
は
公
益
財
団
法
人
日
本
自

然
保
護
協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
－
Ｊ
）
か

ら
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
自
治

体
認
証
」
を
受
け
、
そ
の
授
与
式
が

４
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
認
証
は
、
地
域
の
生
物
多
様

性
保
全
と
自
然
回
復
を
推
進
す
る
自

治
体
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
町
は

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価

さ
れ
、
認
証
取
得
に
至
り
ま
し
た
。

式
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
－
Ｊ
の
土
屋
俊

幸
理
事
長
か
ら
渡
部
町
長
に
認
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
証
書
を
受
け
取
っ
た
渡
部
町
長

は
「
只
見
町
の
自
然
と
生
活
文
化

は
、
地
域
全
体
の
財
産
で
あ
り
、
未

来
に
向
け
た
誇
り
。
こ
れ
ら
を
守

り
、
持
続
可
能
な
形
で
利
活
用
す
る

こ
と
で
地
域
の
発
展
を
目
指
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
認
証
取
得
は
、
10
周
年
を
迎

え
た
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

地
域
の
自
然
と
共
生
す
る
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

只
見
町
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
町
と
し
て
豪
雪
に
育
ま
れ
た
豊

か
な
自
然
と
そ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
と

す
る
人
の
生
活
文
化
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
枠
組
み
を
利
用
し
た
人
と
自
然
と

の
共
生
を
図
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
、

「
只
見
町
の
野
生
動
植
物
を
保
護
す

る
条
例
」、「『
自
然
首
都
・
只
見
』
学

術
調
査
助
成
金
事
業
」、「
地
域
フ
ィ

ー
ル
ド
を
活
か
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」、「『
自

然
首
都
・
只
見
』
伝
承
産
品
」、「
薪

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
」
な
ど
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
地
域
の
自
然
環
境
の
保
全
活

用
の
様
々
な
取
組
や
、
自
然
・
文
化

を
活
か
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
）
を
推
進
し
て

い
る
こ
と
、
独
自
の
学
術
調
査
研
究

助
成
制
度
を
通
じ
て
地
域
の
価
値
向

上
と
交
流
人
口
増
加
を
両
立
さ
せ
て

只
見
町
の
取
り
組
み
と

評
価
ポ
イ
ン
ト

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

自
治
体
認
証
と
は
？

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
自
治
体

認
証
は
、
市
町
村
が
地
域
の
生
物
多

様
性
の
重
要
性
を
認
識
し
、
保
全
と

再
生
に
向
け
た
計
画
を
策
定
・
実
行

し
て
い
る
こ
と
を
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
－
Ｊ
が

認
証
す
る
制
度
で
す
。
認
証
に
は
４

つ
の
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
．
首
長
に
よ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
宣
言

２
．
生
物
多
様
性
保
全
上
の
重
要
地

域
と
課
題
の
特
定

３
．
保
全
と
再
生
を
実
効
的
か
つ
持

続
的
に
行
う
計
画
の
策
定

４
．
土
地
利
用
の
改
善
、
生
態
系
サ

ー
ビ
ス
の
発
揮
、
教
育
・
人
材

育
成　
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
取
り
組
み

　

只
見
町
は
、
こ
れ
ら
全
て
の
基
準

を
満
た
し
ま
し
た
。

い
る
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

�

自
治
体
認
証
」を
取
得

▲木製の枠に収められた認証書 ▲認証書を手渡した土屋理事長（右）
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NEWS&FLASH

今
年
度
の
事
業
等
を
報
告

本
名
氏
、
二
十
歳
の
会
よ
り

町
民
生
活
の
安
全
を
守
る

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
育
む

「
町
政
報
告
会
」開
催

貴
重
な
版
画
の
寄
贈

令
和
７
年
度

実
施
隊
・
捕
獲
隊
編
成
式

只
見
町
認
定
こ
ど
も
園
開
園
式

▲町政報告会の様子

▲本名氏寄贈：柿の会津（左）、
　さつきの会津（右）（作：斎藤清）

▲二十歳の会寄贈：濤と鶴・寿（作：加山又造）

▲隊員を代表して辞令書を受取る深津さん

▲「只見の空」を披露した子どもたち

　

今
年
度
の
町
の
事
業
や
各
集
落
へ
の
依

頼
な
ど
を
報
告
・
説
明
を
す
る
「
令
和
７

年
度
町
政
報
告
会
」
が
、
４
月
24
日
に
季

の
郷
湯
ら
里
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
担
当
課
か
ら
各
区
長
に
、

参
院
選
挙
の
協
力
の
お
願
い
、
害
虫
駆
除

補
助
金
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
費
補

助
金
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
解
説
、
空

き
家
等
の
適
正
管
理
の
お
願
い
、
認
定
こ

ど
も
園
に
関
す
る
こ
と
の
等
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
町
政
執
行
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
名
正
二
氏
（
只
見
町
出
身
）
と
二
十

歳
の
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
４
月
15
日
に

町
役
場
を
訪
れ
、
著
名
作
家
の
版
画
を
町

　
「
令
和
７
年
度
只
見
町
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
及
び
只
見
町
有
害
狩
猟
鳥
獣
捕
獲

隊
編
成
式
」
が
４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

編
成
式
で
は
、
実
施
隊
員
（
及
び
捕
獲

隊
員
）
を
代
表
し
て
、
深
津
和
枝
さ
ん
に

実
施
隊
辞
令
書
及
び
捕
獲
隊
員
登
録
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
只
見
分
隊
17
人
、
朝
日
分
隊

10
人
、
明
和
分
隊
18
人
の
計
45
人
が
実
施

隊
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。（
４
月

１
日
現
在
）

　

只
見
町
認
定
こ
ど
も
園
（
ぶ
な
の
も
り

こ
ど
も
園
）
の
開
園
式
が
４
月
５
日
に
行

わ
れ
、
来
賓
や
職
員
な
ど
関
係
者
ら
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
渡
部
町
長
が
「
子
育
て
支
援

の
中
心
を
担
う
場
所
。
よ
り
よ
い
教
育
、

保
育
が
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。
子
ど
も

た
ち
が
の
び
の
び
と
成
長
す
る
こ
と
を
願

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
佐
藤
町
議
会
議
長

が
来
賓
を
代
表
し
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
さ
く
ら
組
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
「
只
見
の
空
」
が
披
露
さ
れ
、
開
園
を

祝
い
ま
し
た
。

に
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

本
名
氏
は

「
寄
贈
し
た

作
品
が
町
民

や
来
町
の
目

に
留
ま
り
、

只
見
町
に
と

っ
て
の
良
い

こ
と
に
繋
が

っ
て
欲
し
い
」

と
話
し
ま
し

た
。
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NEWS&FLASH

只
見
高
校
生
が
選
挙
を
模
擬
体
験

只
見
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

只
見
町
観
光
大
使
第
１
号

選
挙
体
験
授
業
実
施

辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た

冒
険
家
・
風
間
深
志
氏
を
委
嘱

▲選挙事務の説明を受ける生徒と説明を担当した
　町選管職員

▲委員を務める渡部さん（左）、目黒さん（中）、
　横田さん（右）

▲委嘱状を受取る風間氏（右）

　

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
教
育
機
関

な
ど
が
連
携
し
て
実
施
す
る
高
校
生
向
け

の
選
挙
体
験
授
業
「
未
来
の
福
島
県
知
事

選
挙
」
が
只
見
高
校
３
年
生
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
候
補
者
役
の
政
見
放
送

を
見
て
、
ど
の
候
補
者
が
福
島
県
の
復
興

に
必
要
か
を
考
え
、
実
際
の
投
票
所
に
近

い
レ
イ
ア
ウ
ト
の
中
で
、
模
擬
投
票
を
行

い
ま
し
た
。
続
け
て
開
票
事
務
も
体
験
し

ま
し
た
。

　

体
験
後
、
生
徒
た
ち
は
「
体
験
を
通
し

て
選
挙
の
流
れ
が
分
か
っ
た
。
不
正
を
無

く
す
工
夫
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
１
票
の

重
さ
を
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

只
見
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
辞

令
交
付
が
４
月
28
日
に
役
場
町
下
庁
舎
で

行
わ
れ
、
目
黒
甚
一
郎
さ
ん（
小
川
）、
横

田
雅
則
さ
ん（
大
倉
）に
辞
令
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

目
黒
さ
ん
は
２
期
目
、
横
田
さ
ん
は
１

期
目
と
な
り
、
任
期
は
令
和
７
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
と
な
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
同
委
員
会
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
不
服
の

審
査
、
決
定
を
す
る
た
め
の
中
立
的
な
機

関
で
、
３
人
以
上
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ

ま
す
。町
で
は
、今
回
辞
令
を
受
け
た
２
人

と
渡
部
茂
さ
ん
の
３
人
体
制
と
な
り
ま
す
。

○
風か

ざ

間ま

深し
ん

志じ

氏
…
オ
ー
ト
バ
イ
で
北
極
点
到

達
な
ど
を
達
成
し
た
冒
険
家
。
ま
た
、
地

球
元
気
村
村
長
を
務
め
て
お
り
、
過
去
に

は
只
見
中
で
の
講
演
や
只
見
町
で
の
自
然

体
験
活
動
な
ど
を
行
っ
た
。

　

町
は
、
只
見
町
観
光
大
使
に
冒
険
家
の

風
間
深
志
氏
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
委
嘱
状

交
付
式
は
４
月
17
日
に
行
わ
れ
、
渡
部
町

長
が
風
間
氏
に
委
嘱
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

渡
部
町
長
は
「
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ

し
、
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
喜
び
を
伝
え

て
ほ
し
い
」と
話
し
、
ま
た
風
間
氏
は「
只

見
町
は
自
然
・
文
化
・
伝
統
が
残
っ
て
お

り
、
図
書
館
み
た
い
な
場
所
。
只
見
町
の

魅
力
を
地
域
の
人
と
共
に
多
く
の
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

前
号
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
町
で

は
、
行
政
運
営
の
さ
ら
な
る
効
率
化

と
政
策
推
進
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、
副
町
長
の
他
に
、
政
策
監
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

副
町
長
は
、
町
長
を
補
佐
し
、
町

の
対
外
的
な
関
係
・
連
携
の
他
、
企

画
・
政
策
立
案
を
担
い
ま
す
。

　

政
策
監
は
、
庁
内
を
横
断
的
に
統

括
、
部
局
間
の
調
整
の
他
、
財
政
運

営
の
整
合
を
担
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
課
題
に
迅
速
か
つ

的
確
に
対
応
で
き
る
行
政
運
営
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
に
政
策
監
を

�

設
置
し
ま
し
た

角田宗雄さん（小林）
が「ブナりん健康ポ
イント制度」で５０
ポイントを達成しま
した。
これからも健康に長
生きしてくださいね。

ブナりん　　
健康ポイント50ポイント到達!
おめでとうございます!
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

地域を綺麗に「ちょボラごみ拾い」実施

新たな生活が始まる「山村教育留学生対面式」実施

走って、地域の魅力を再確認
「只見線リレーマラソン」開催

　ＪＲ只見駅から会津若松駅までの２８駅２７
区間をタスキで繋ぐリレー形式のマラソンイベ
ント「只見線リレーマラソン」が３月２９日に
開かれました。
　地域の魅力を再発見し、「マイレール意識」を
高め、只見線を応援しようと昨年から開催され
ており、２回目の今回は只見町、金山町の有志
の他、会津若松市等からもランナーが参加し、
３１人が只見線沿線を駆け抜けました。
　参加者は「スタート時には降雪があり寒かっ
たが、沿線や駅で応援してくれた人や企画を支
えてくれた方のおかげで楽しく走ることができ
た」と話しました。

　朝日地区地域づくり委員会の主催で「ちょ
ボラごみ拾い」が４月１９日に開催されまし
た。今年は、朝日小学校児童も参加し、地域
住民も含めて約１６０人が朝日地区内の国道
や県道などでごみ拾いを行いました。
　ちょボラごみ拾いは、環境美化への取り組
みを通して、ごみ問題や環境問題に関する意
識の高揚を図ることを目的に開催されており、
また子どもから大人まで広く集まるため、地
域の交流の場にもなっています。
　参加者らは、会話を楽しみながら、地域の
美化に努めました。

　「只見町山村教育留学生第２４期生対面式」
が４月９日に只見公民館で行われ、県内外か
ら６人の山村教育留学生が只見町での生活を
スタートしました。
　対面式では、渡部町長と佐藤町議会議長か
らお祝いの言葉が送られた後、山村教育留学
生が只見高校生として３年間の高校生活でや
りたいことや、将来の夢、抱負を話しました。
また、記念品として町から、只見町商品券や
只見学ガイドブックが贈られました。

▲会津若松駅でゴールテープを切ったランナー

▲ごみ拾いに集まった地域住民の皆さん

▲只見町で新たな生活を始める山村教育留学生６人
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

山岳・自然分野の写真芸術の写真賞
中野さん　田淵行男賞を受賞

新緑と残雪を楽しむ「ブナ林の新緑観察会」開催

只見町の春を感じる「野生植物の花観察会」開催
　只見町ブナセンター主催の「野生植物の花
観察会」が４月２６日に黒谷入地区で行われ、
町内外から１６人が参加しました。当初は深
沢地区で開催予定でしたが、残雪が多かった
ため観察地を変更しての開催となりました。
　観察地には、カタクリ、キクザキイチゲ等
の春植物が花を咲かせており、フクジュソウ
は一面の絨毯となって咲き乱れ、参加者は感
嘆の声を上げました。また、絶滅危惧種のユ
ビソヤナギの観察も行い、河川環境との関係
も理解を深めました。他にも、この時期の只
見町ならではの雪食地形と残雪、ブナの新緑、
オオヤマザクラの花などが同時に見られる美
しい景観も楽しむことができました。

　田淵行男賞写真作品公募実行委員会が主催する山岳、動植物の生態、自
然環境をテーマにした組み写真をプロアマ問わずに公募する写真賞「第７
回田淵行男賞」の一般の部において、中野陽介さんが「田淵行男賞（大賞）」
を受賞しました。
　受賞作品は「雪と共に生きる～雪国・福島県只見町の自然と人の暮らし
～」をテーマに２０枚組写真で、只見町の自然風景や生物・人の営みなど
を写した作品です。
　受賞作品や今後の作品展示などにつきましては、田淵行男記念館ホーム
ページ又はフェイスブックをご覧ください。

　只見町ブナセンター主催の「ブナ林の新緑観
察会」が４月２７日に癒しの森で開かれ、町内
外から９人が参加しました。
　林内にはまだ多くの残雪があり、ブナの新緑
と残雪のコントラストを楽しむことができまし
た。道中では、秋に落ちたヤマナシ（オオウラ
ジロノキ）の果実や、ブナの花を観察しながら
目的のブナ林まで進み、あまり人の手が入って
いない原生林に近い自然林と、伐採後に再生し
た二次林を観察し比較しました。その後、戸板
山眺めで咲き始めのオオイワウチワの花を楽し
み折り返し、参加者らは、只見町らしい残雪と
新緑のブナ林を体験しました。

▲辺り一面に咲いていたフクジュソウ

▲受賞した中野さん

▲雪が残るブナの二次林
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▲乾
けん
坤
こん
塵
じん
砂
さしょう
鈔　1586年　祐俊筆

日本に、このひとつしか伝わっていない、孤
こ
本
ほん
の古典籍

▲伝
でん
法
ぽう
灌
かん
頂
じょう
道
どう
場
じょう
料
りょう
理
り
等
とう
　1585年　祐俊筆

折
おり
本
ほん
と呼ばれる装訂。横長の継

つぎ
紙
がみ
を折り揃

そろ
えて装

訂した様子

▲瀧泉寺聖教典籍　展示風景

▲山ノ神の祭
さい
壇
だん
　展示風景

床
とこ
の間

ま
に祭壇を設け、家の神棚とは別に山ノ神を祀

まつ
っていた

◀なで下を通る時の大
だい
秘
ひ
法
ほう
（只見町小川）

なで（雪
なだれ
崩）が起きそうな所の下を安全に通る時のまじない歌。

ヤマサキの司
し
祭
さい
者
しゃ
としての活動がわかる資料

▲山
やま
立
だち
根
こん
元
げんのまき
巻（只見町田子倉）

狩猟の許可状。源頼朝・北条時政が、所持する者に狩猟を許可する
と書かれている

　ただみ・モノとくらしのミュージアムでは、第３回テーマ展「只見町文化財新指定記念　〈会津只見のヤマサ
キ資料〉と〈瀧

りゅうせん

泉寺
じ

聖
しょう

教
ぎょう

典
てん

籍
せき

〉」を開催しています。只見町の指定文化財は、2025年現在30件あります。
本テーマ展では、近年新たに指定された2つの文化財を取り上げています。
　１つ目は〈会津只見のヤマサキ資料〉です。ヤマサキとは、狩

しゅ

猟
りょう

や山
さんしょう

樵（木こり）など、山仕事をした人々の
先
せん

達
だつ

・親方という意味です。山ノ神の司
し

祭
さい

者
しゃ

でもありました。福島県では只見町だけで確認されていますが、山
形県小国町、新潟県村上市旧朝日村でも確認されています。只見町のヤマサキは、特定の家が世

せ

襲
しゅう

的につとめて
きており、朝日地区2軒、只見地区3軒の計5軒確認されています。それぞれの家のヤマサキ関連資料は、町に
寄贈され、2024年4月に只見町文化財に指定されました。本テーマ展では、各家のヤマサキ関連資料を紹介
するとともに、狩猟や山樵で使われた民具もあわせて展示しています。

　２つ目は〈瀧泉寺聖教典籍〉です。瀧泉寺は、只見町黒谷にある真
しん

言
ごん

宗
しゅう

のお寺です。2017年11月に、室
町時代から江戸時代の聖教典籍（仏教古典籍）が約700点発見されました。応

おう

永
えい

35年（1428）を最古と
して、室町時代・安土桃山時代の古典籍が127点、うち97点は、『神

じん

皇
のう

正
しょう

統
とう

記
き

只
ただ

見
み

本
ぼん

』を書写した玄
げん

純
じゅん

房
ぼう

祐
ゆう

俊
しゅん

（1547～1606～？）がこの地にもたらしたものです。本テーマ展では、瀧泉寺のさまざまな装
そう

訂
てい

の中世
写本（手書きの書物）を通して、書

しょ

誌
し

学
がく

の基礎を学ぶことができます。

　文化財指定の目的は、文化遺産を未来に向けて永久に保存し、町民のために活用（公開）していくことです。
文化財のお披露目として展示しますのでぜひご覧ください。
� 文・写真：原永円香

ただみ・モノとくらしのミュージアム 第３回テーマ展 開催中!

ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示情報
第３回テーマ展
「只見町文化財新指定記念〈会津只見のヤマサキ資料〉と〈瀧泉寺聖教典籍〉」
会期：2025年3月25日（火）～2025年6月29日（日）
場所：ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示ホール

入館無料
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
七
年
四
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
四
月
定
例
会

�

一　

恵

息
上
げ
て
と
ど
ま
り
て
聞
く
初
音
か
な

稽
古
終
え
来
し
方
思
う
春
の
月

�

真
理
子

雪
解
け
や
庭
の
蛇
穴
の
ぞ
き
込
む

若
き
日
に
二
人
で
植
え
し
桜
か
な

�

睦　

子

冬
の
朝
母
の
苦
言
を
懐
か
し
む

春
の
雨
線
香
灯
し
一
人
言

�

礼　

花
並
木
時
折
小
さ
き
人
の
影

久
々
の
生
家
の
仏
間
あ
た
た
か
し

�

一　

穂

ピ
カ
〳
〵
と
く
た
び
れ
カ
バ
ン
登
校
す

春
泥
の
上
に
も
並
べ
種
子
の
箱

�

修　

一

陽
春
や
ま
だ
冷
た
き
畑
の
土

青
空
や
柳
の
芽
吹
き
包
み
お
り

�

信　

春
や
春
彦
根
の
城
に
集
う
人

桜
散
る
武も

の

士の
ふ

の
栄
華
今
い
ず
こ

�

都　

誰
そ
れ
の
訃
報
聞
い
て
は
淋さ

ぶ

し
増
す

農
道
の
深
き
鼓
動
や
草
萌
え
る

�

味
代
子

春
な
れ
ど
背
を
丸
め
行
く
散
歩
道

酔
え
ば
直
ぐ
眠
れ
る
夫
や
座
禅
草

�

目
黒　

富
子

雪
に
折
れ
椿
の
枝
の
乱
れ
あ
り
堅
き
蕾
の
無
数
に
付
き
て

�

関
谷
登
美
子

通
院
に
お
か
げ
様
で
の
我
が
人
生
昔
懐
か
し
思
ひ
出
の
数

�

立
花　

奏
音

桜
舞
ふ
道
を
跳
ね
ゐ
る
二
歳
児
の
笑
顔
ふ
は
り
と
春
風
な
づ
る

�

新
国
由
紀
子

入
院
の
母
を
待
ち
ゐ
る
嬰み

ど
り
ご児

の
無
邪
気
に
笑
へ
ば
愛
し
さ
著し

る

き

�

渡
部
ヨ
リ
子

田
子
倉
の
湖
水
に
沈
む
集
落
の
資
料
展
示
に
わ
れ
は
見
入
れ
り
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電話番号

税

今
月
の
納
期

５
月
27
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎82-5210
町民生活課
　町民税務係� ☎82-5110
　生活安全係� ☎82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎84-7005
　福　祉　係
　成年後見センター
� ☎84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎82-5230
　建　設　係� ☎82-5270
交流推進課
　観光交流係　商工労働係
� ☎82-5240
　ユネスコエコパーク推進係
（ただみ・ブナと川のミュージアム内）

� ☎82-5963
会　計　室� ☎82-5120
只見保育所� ☎82-2219
認定こども園� ☎84-2038
明和保育所� ☎86-2249
朝日診療所� ☎84-2221
（歯科）� ☎84-2612
こぶし苑� ☎84-2101
只見公民館� ☎82-2141
朝日公民館� ☎84-2111
明和公民館� ☎86-2111
教育委員会� ☎82-5320
学校給食センター� ☎84-7180
議会事務局� ☎82-5300
農業委員会� ☎82-5230

●
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
５
月
分
）

令
和
８
年
度
只
見
町
職
員（
大

学
卒
程
度
）（
資
格
免
許
職
）採

用
候
補
者
試
験
を
行
い
ま
す

試
　
験

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
大
学
卒
程
度
】　　

○
一
般
事
務　
　

１
名
程
度

○
土
木　
　
　
　

１
名
程
度

○
建
築　
　
　
　

１
名
程
度

【
資
格
免
許
職
】

○
保
健
師　
　
　

１
名
程
度

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

【
大
学
卒
程
度
】

○
一
般
事
務
・
土
木
・
建
築

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

土
木
・
建
築
職
に
お
い
て
は
、
無
資

格
も
し
く
は
未
経
験
の
方
は
、
採
用

後
、
一
般
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
市
町

村
支
援
機
構
に
お
い
て
、
数
年
間
専

門
的
な
技
術
の
習
得
が
で
き
る
者

【
資
格
免
許
職
】

○
保
健
師

　

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
保
健
師（
保
健
婦
）の
免

許
を
有
す
る
者
、
又
は
令
和
８
年
３

月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

　

教
養
試
験
（
大
学
卒
、
短
大
卒
程

度
）
及
び
事
務
適
性
検
査
（
資
格
免

許
職
を
除
く
）・
性
格
特
性
検
査
・
職

場
適
応
性
検
査

※
大
学
卒
程
度（
一
般
事
務
・
土
木
・

建
築
）
は
、
こ
の
他
に
専
門
試
験

が
あ
り
ま
す
。

【
第
二
次
試
験
】

　

小
論
文
・
面
接
に
よ
る
試
験
（
第

一
次
試
験
合
格
者
）

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

▽
日
時

　

令
和
７
年
７
月
13
日（
日
）

　

午
前
９
時
受
付
～
午
後
５
時

※
試
験
内
容
に
よ
り
終
了
時
間
は
異

な
り
ま
す
。

▽
会
場

　

福
島
大
学（
福
島
市
金
谷
川
１
番
地
）

五
、
発　
表

　

役
場
掲
示
板
に
合
格
者
受
験
番
号

を
掲
示
す
る
ほ
か
、
本
人
に
通
知
し

ま
す
。

六
、
採　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に
登

載
さ
れ
成
績
順
に
町
長
が
採
用
す
る

者
を
決
定
し
ま
す
。（
名
簿
の
有
効
期

間
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

▽
申
込
用
紙
の
請
求

　

総
務
企
画
課
及
び
朝
日
・
明
和
公

民
館
で
交
付
し
ま
す
（
郵
送
に
よ
る

場
合
は
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た

自
分
宛
の
返
信
封
筒
角
形
２
号
を
添

付
す
る
こ
と
）。

▽
申
込
の
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

総
務
企
画
課
に
持
参
又
は
郵
送
に
よ

り
提
出
く
だ
さ
い
（
い
ず
れ
の
場
合

も
１
１
０
円
切
手
を
貼
っ
た
自
分
宛

の
返
信
封
筒
長
形
３
号
を
添
付
す
る

こ
と
）。

▽
受
付
期
間

　

令
和
７
年
５
月
14
日
か
ら
６
月
13

日
ま
で
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
６

月
11
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

●
お
問
合
せ
先

　

只
見
町
役
場
総
務
企
画
課
総
務
係

　

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
１
０

　

５
月
31
日
は
、「
世
界
禁
煙

デ
ー
」
で
す
。
日
本
で
は
５
月

31
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
を

「
禁
煙
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
は
喫
煙
者
本
人
に
と
ど

ま
ら
ず
、
周
囲
へ
の
健
康
影
響

も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
健
康
増

進
法
の
改
正
に
よ
り
、
た
ば
こ

の
煙
と
周
囲
へ
の
配
慮
は
、
マ

ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ
と
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
県
で
は
、

令
和
３
年
４
月
１
日
に
「
ふ
く

し
ま
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
を

施
行
し
、
受
動
喫
煙
防
止
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
自
身
の
健
康
や

大
切
な
家
族
、
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
方
の
た
め
、
禁
煙
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
０
２
４
１
－
63
－
０
３
０
２

５
月
31
日
は

世
界
禁
煙
デ
ー

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
全

般
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望

を
受
け
付
け
、
相
談
者
と
関
係

行
政
機
関
と
の
間
に
立
っ
て
解

決
を
促
進
す
る
よ
う
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

■
只
見
町
担
当
行
政
相
談
委
員

　

目
黒
真
弓
さ
ん
（
小
川
）

　

☎
84
－
２
７
０
８

行
政
に
関
す
る
相
談
を

�

受
付
け
て
い
ま
す
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ただみに来た人に
聞いてみた

只見町在住14年目

中野 陽介 さん

　

初
め
て
只
見
町
を
訪
れ
た
の
は
当
時
大

学
院
生
だ
っ
た
２
０
１
１
年
の
秋
で
、
只

見
町
出
身
の
研
究
室
の
後
輩
の
調
査
研
究

の
手
伝
い
の
た
め
で
し
た
。
只
見
に
来
て

み
て
、
ま
ず
山
が
と
て
も
険
し
い
こ
と
に

驚
き
、
こ
れ
は
雪
の
影
響
だ
と
直
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
大
雪
の
降
る

場
所
で
ど
の
よ
う
な
人
の
暮
ら
し
が
あ
る

の
だ
ろ
う
と
強
く
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
只
見
町
が
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
取
り
組
む
に
あ
た

り
人
材
を
募
集
し
て
い
る
と
伺
い
、
自
分

の
興
味
・
関
心
と
仕
事
が
合
致
し
て
い
た

た
め
こ
れ
に
応
募
し
、
只
見
町
役
場
に
有

難
く
採
用
い
た
だ
き
、
２
０
１
２
年
の
春

か
ら
只
見
町
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

只
見
町
に
は
自
然
と
人
の
関
係
に
つ
い

て
興
味
を
持
っ
て
い
る
自
分
を
受
け
止
め

て
も
ら
い
ま
し
た
。
雪
が
作
り
出
す
自
然
、

そ
こ
に
暮
ら
す
野
生
動
植
物
、
本
で
見
聞

き
し
た
よ
う
な
伝
統
的
な
生
活
文
化
を
自

分
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
そ

れ
ら
す
べ
て
が
今
の
自
分
の
糧
に
な
っ
て

い
ま
す
。
只
見
に
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
は
一
年
の
大
半
を
佐
渡
島
で

暮
ら
し
な
が
ら
森
林
の
研
究
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
は
只
見
町
よ
り
人
や
お
店
の

少
な
い
環
境
だ
っ
た
の
で
、
只
見
町
の
暮

ら
し
に
大
き
な
不
便
を
感
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
雪
は
、
太
平
洋
側
の
出
身
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
初
め
て
経
験
し
た
只

見
の
冬
は
観
測
史
上
最
大
の
大
雪
で
面
喰

い
、
雪
に
対
す
る
見
方
を
改
め
ま
し
た
。

た
だ
み
に
来
た
き
っ
か
け

�

を
聞
い
て
み
た

た
だ
み
で
の
く
ら
し

�

を
聞
い
て
み
た

た
だ
み
で
感
じ
た
こ
と

�

を
聞
い
て
み
た

　

中
野
さ
ん
の
お
話
を
も
っ
と
詳
し

く
知
り
た
い
、
他
の
移
住
者
の
話
を

も
っ
と
聞
き
た
い
方
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ホ
の
ブ
ラ
ウ
ザ
ア
プ
リ
か
ら

「
只
見
町　

移
住
体
験
談
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
！

町ＨＰ
移住体験談

５
月
下
旬
～
６
月
の

イ
ベ
ン
ト
情
報

し
か
し
、
こ
の
雪
に
よ
る
只
見
の
豊
か
な

自
然
と
独
自
の
生
活
文
化
に
興
味
を
惹
か

れ
て
移
住
し
た
自
分
に
と
っ
て
は
あ
る
意

味
で
恵
み
の
雪
で
す
。
雪
が
な
け
れ
ば
移

住
も
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

５
月
２４
日
土
民
話
茶
屋

　
只
見
町
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
昔
ば
な
し
を
只
見
町
昔

ば
な
し
の
会
の
方
々
が
只
見
弁
で
語
り
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
１０
時
３０
分
～

【
場
所
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

い
ろ
り
の
間

【
問
合
せ
先
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
℡
０
２
４
１
︱
８６
︱
２
１
７
５
）

６
月
１
日
日
蒲
生
岳
山
開
き

　
只
見
４
名
山
の
１
つ
蒲
生
岳
の
山
開
き
で
す
。
標
高
は

そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
も
の
の
、
急
坂
や
岩
場
が
あ
り
、

中
級
～
上
級
者
も
楽
し
め
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
６
時
３０
分
～

【
場
所
】
蒲
生
集
会
施
設
「
雪
の
里
」
駐
車
場

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
２
４
１
︱
８２
︱
５
２
５
０
）

６
月
８
日
日
会
津
朝
日
岳
山
開
き

　
標
高
１
６
２
４
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
か
ら
望
む
景
色
が
絶

景
。
山
開
き
前
後
は
山
頂
付
近
に
雪
渓
が
あ
り
、
ア
イ
ゼ

ン
や
ピ
ッ
ケ
ル
な
ど
が
必
要
で
す
。
雪
が
消
え
る
と
険
し

い
岩
場
が
露
出
し
ま
す
。
上
級
者
向
け
。

【
時
間
】
午
前
６
時
～　
【
場
所
】
赤
倉
沢
登
山
口

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
２
４
１
︱
８２
︱
５
２
５
０
）

６
月
２２
日
日
浅
草
岳
山
開
き

　
標
高
１
５
８
５
メ
ー
ト
ル
。
福
島
県
と
新
潟
県
の
県
境

に
立
つ
山
。
様
々
な
植
生
の
観
察
を
楽
し
み
な
が
ら
上
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
足
場
が
悪
く
滑

り
や
す
い
箇
所
も
あ
る
た
め
、
上
級
者
向
け
で
す
。

【
時
間
】
午
前
６
時
～　
【
場
所
】
只
見
沢
登
山
口

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
２
４
１
︱
８２
︱
５
２
５
０
）

※
編
集
時
点
に
お
い
て
の
開
催
予
定
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
各
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
ご
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
生
活
は
不
安

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
新
た
な
出

会
い
や
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
機
会
も
増
え
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
新
生
活
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

▽
冒
険
家
・
風
間
さ
ん
が
只
見
町
観

光
大
使
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
多
く
の
方
に
只
見
町

の
魅
力
が
届
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。�

（
小
林
）

（3月26日～4月25日届出分）敬称略

転入　１７　転出　４４　出生　０　死亡　４

令和７年４月１日現在
人　　口　３，４９２（－３０）
　 男 　　１，７３１（－１８）
　 女 　　１，７６１（－１２）
世 帯 数　１，５００（－　６）
高齢化率　　　　　４８．６％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

■ご結婚おめでとうございます
小　林　 ⻆田　誠 ♡ 小山　弘美　 下郷町

■おくやみ申し上げます
佐　藤　京　子　　87歳　　入叶津
渡　部　克　之　　83歳　　只　見
渡　部　幸　子　　81歳　　黒　沢
矢　沢　克　子　　78歳　　二軒在家

★人魚が逃げた

★DTOPIA

� 【著】青山美智子（PHP研究所）

� 【著】安堂ホセ（河出書房新社）

　ＳＮＳ上で「人魚が逃
げた」という言葉がトレ
ンド入りした。どうやら
「王子」と名乗る謎の青
年が銀座の街をさまよい
歩き、「僕の人魚が、いな
くなってしまって…逃げ
たんだ。この場所に」と
語っているらしい。彼の
不可解な言動に、人々は
だんだん興味を持ち始め

　舞台は南太平洋の楽
園、ボラ・ボラ島。白人
女性“ミスユニバース”
を巡って１０人の男が競
う。Mr. L. A. 、Mr. ロン
ドン、そして Mr. 東京。
　やがてショーの視聴者
たちは「自分だけのＤＴ
ＯＰＩＡ（デートピア）」
を編集しはじめ、楽園の
時間は膨張する。

―。そしてその「人魚騒動」の裏では、五人の
男女が「人生の節目」を迎えていた。銀座を訪
れた五人を待ち受ける意外な運命とは。「王子」
は人魚と再会できるのか。そもそも人魚はいる
のか、いないのか…。

　第１７２回芥川賞受賞。

明和公民館

図書紹介
明和公民館図書室

☎86－2111

☆明和公民館ではリクエストも随時受付していますので、
ぜひご利用ください。
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

℡ 0241（72）8355

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

只見町ブナセンター通信
Vol. 2

　只見町は豪雪に育まれた豊かな自然とそこに暮らす人々の生活文化が共存してきま
した。只見町がユネスコエコパークに登録されたのは、人が自然とともに生きていく
姿を学ぶのにふさわしい地域だからなのです。そんな只見町のすべての小中学校はユ
ネスコスクールに加盟し、将来を担う子供たちの教育のために、只見町の自然を活か
したＥＳＤ（持続可能な発展のための教育）に力を入れています。
　只見町ブナセンターはＥＳＤを支援することを目的に、令和６年度には只見小学校
の先生・生徒とともに、只見町の自然や生活文化を活かした教育プログラムに取り組
みました。見慣れた遠くの森の木を描き、山を登ってそれらの樹木を調べ、さらに、
調べた樹木が古民家に使われていることなどを学びました。只見町は豊かな自然とそ
れを拠り所にした人の暮らしを考えるうえで素晴らしいフィールドであるということ
を確信できた１年でした。

只見町の自然や
生活文化を活かした教育の支援

▶︎
只
見
の
自
然
景
観
を
理
解
す
る

た
め
に
四
季
を
通
じ
た
山
の
ス
ケ

ッ
チ

▶︎
同
じ
場
所
を
夏
、秋
、冬
と
描
き
、

地
形
に
よ
る
森
林
の
違
い
も
学
び

ま
し
た

▶︎
ブ
ナ
二
次
林
で
は
薪
利
用
な
ど

ブ
ナ
林
と
人
の
関
わ
り
を
学
び
ま

し
た

▶︎
ス
ケ
ッ
チ
し
た
山
に
実
際
に
登

り
、
ど
の
よ
う
な
森
林
が
あ
る
か

調
べ
ま
し
た

▶︎
学
術
調
査
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
山
に
生
え
て
い
る
樹
木
で
で
き

た
古
民
家
を
見
学
（
た
だ
み
の
森

キ
ャ
ン
プ
場
）

▶︎
自
然
と
人
の
暮
ら
し
（
道
具
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
）の
関
わ
り
を
ま
と
め
、

公
民
館
祭
り
で
発
表

14


